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岡山県警察本部生活安全部生活安全企画課調べ

注）被害額欄は端数を四捨五入しており、個別被害額を合計しても全体被害額の合計とは一致しない場合があります。
増減率についても同様です。

特殊詐欺被害発生状況 【令和５年中】

特殊詐欺被害総額は
岡山県における令和５年の

昨年の被害の特徴を確認して、今年は絶対に

Ｒ5.12末 R4.12末 増減 増減率 Ｒ5.12末 R4.12末 増減 増減率

17 12 5 41.7% 約4,440万円 約6,910万円 -約2,470万円 -35.8%

33 46 -13 -28.3% 約9,300万円 約5,120万円 約4,190万円 81.9%

54 29 25 86.2% 約2億6,940万円 約5,030万円 約2億1,920万円 436.0%

53 43 10 23.3% 約8,410万円 約3,800万円 約4,620万円 121.6%

3 7 -4 -57.1% 約770万円 約2,000万円 -約1,230万円 -61.4%

7 1 6 600.0% 約8,970万円 約4,250万円 約4,720万円 111.1%

2 2 約270万円 約270万円

13 21 -8 -38.1% 約1,670万円 約4,540万円 -約2,870万円 -63.2%

182 159 23 14.5% 約6億0,780万円 約3億1,640万円 約2億9,140万円 92.1%
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６５歳以上の被害者の割合が低下

理由は、「昨年多発した架空料金請求詐欺は比較的若い世代の被害者が多かった」

こと、「還付金詐欺で６０歳から６４歳の被害者が増えた」ことなどが考えられます。

狙われているのは高齢者だけではありません！

架空料金請求詐欺が猛威を振るう！ 件数、被害額共に最多！被害額は２億円超え！

特に「サイト登録料の未納料金がある」などとだます手口が多く、一度払うと次々に様々な名目で

請求されて高額被害につながったものもあります。これらの手口では、「自動音声ガイダンスを利用し

た電話」や「国際電話番号からの電話」が多数確認されました。

携帯電話への電話からの被害が増加

犯人からの最初の接触の多くが「固定電話への電話」であることに変わりはありませ

んが、その割合は減少傾向にあり、令和５年は７割を下回りました。その一方で、架空料

金請求詐欺などを中心に、「携帯電話への電話」から始まる手口が増加しています！

特殊詐欺の始まりは固定電話だけではありません！

消費者ホットライン 岡山県消費生活センター警察総合相談電話

局番なし188（いやや） 局番なし＃9110
岡山県消費生活センター津山分室
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Ｒ４年
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令和５年は、この辺が
ちょっと違うんです！


